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新技術 ・ 情 報 名 発酵処理と脱臭処理をシステム化 分類 ②
し た豚ふん処理施設の性能

１成果の内容

ｌ）技術、情報の内容及び特徴

県内の養豚農家（常時飼養 頭数８，５００頭：肉豚換算）に新設された、

円形スクープ式発酵処理施設と土壌脱臭処理施設の性能を調査した。

円形スクープ内の発酵は良好であったが、反面、土壌脱臭施設におけ

る硫化水素の脱臭率がやや低い傾向が認められるものの、家畜ふんの処

理と脱臭をシステム化した本方式は省力的であり、今後期待できる処理

方式である。

（１）１日約１５ｔの生ふんと、４ｔの発酵堆肥を水分調整材と加算し、円形

ス クープ式発酵槽（３５０，３）にショベルローダを用い投入しているが、

発酵槽温度は環境温度に左右さ れず 、発 酵適 温（ ６５ ℃前 後） を保 ち、 良

好な発酵状態であった。

（２）土壌脱臭施設の土壌温度（表土下５０ｃｍ）は外気温の低下に伴い、やや

低下する傾向が認められたが、脱臭微生物の生育に適した温度域（３０℃

前後には保たれていた。

（３）土壌脱臭施設における主な臭気成分の脱臭率は、アンモニア９８％、メ

チルメルカプタン９０％、硫化水素４０％であった。

（４）製品としての発酵堆肥は水分含量３０％で取扱やすい。

２）技術、情報の適用効果

本方式は、悪臭を防止しながら良質堆肥が生産できるメリットがある。

３）適用範囲

大規模養豚農家（５，０００頭規模以上）に適用できる。

４）成果の利活用・普及指導上の留意点（今後の問題点も含む）

（１）当初、発酵が順調にいくまでは業者との連携を密にすること。

（２）本施設の年間総電力料金は約４００万円で、付帯施設を含めた全システム

の施設費は、常時飼養頭数（肥育豚）１頭当たり約２１，０００円と高価なた

め、適切な維持管理に努める こ と 。
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表２ 臭気の発生状況と主な脱臭率
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成分

具体的データ
→→→→混合←一生ふん（水分７５％．）
↑⑤↓⑦⑥
戻↓
し①円形スクープ｡→悪臭排気用タ・クト→土壌脱臭施設→敷地境易Ｌ
堆（３５０，３×２台）②（２００，３／分）③（３イ5,2）④
肥（１５日間処理）
↑ ↓

↑↓⑧⑨
←←←←発酵堆肥→→ 製 品 販 売

図１発酵・脱臭処理システム

表１処理施設における稼働状況
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脱臭率 ④境界

注）＜は悪臭防止法の規制値未満を意味する。
■

表３発酵堆肥（製品）の肥料成分（原物％）
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